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本 州 高地 帯 の ゴマ シジミ \* 





1 新 亜 種 の 記載 を 含む ー 一 


高 橋 昭 
愛知 県 大 府 市 大 府 町 ガン ジ 山 38-267 


Maculinea teleius BERGSTRAESSER at high elevation in the Central Honshu, 
Japan, with description of a new subspecies 


AKIRA TAKAHASHI 


ゴマ シジミ 属 Maculinea van Excxe, 1915 は , ユー ラ シ ア 大 陸 の 北部 人 分布 域 を も つ シ ジミ チョ ウ 科 の 一 群 
で , 日 本 に は ゴマ シジミ M. teleius BERGSTRAESSER, 1779 と 。 オオ ゴマ シジミ M. arionides STAUDINGER, 
1887 の 2 種 を 産 す . 

と の 属 の 幼虫 は , 幼虫 期 の 前 半 は 草食 性 で ある が , 後半 は アリ の 上 巣 の 中 に 入り , アリ の 幼虫 を 食べ て 成長 し , H 
化 ま で を ア リ の 巣 の 中 で 過す 特異 な 生態 を も ちっ て お り , 両 種 と も 日 本 が 分 布 の 東南 限 と な り , 日 本 で の 分 布 は 局 地 
的 で ある . 

オオ ゴマ シジミ は 渓谷 性 の 種 で 地方 変異 に 用 し い が , ゴマ シジミ は 明る い 山 間 の 荒地 草原 , 火山 裾野 草原 , 泥炭 
地 草 原 な ど に 棲息 する 草原 性 の 種 で , 地方 変異 に 富ん で いる . 

筆者 は 本州 産 ゴマ シジミ の うち , 飛騨 山脈 や 加賀 白山 山 氏 の 尾根 に 生じ た 高 標高 の 草原 に 棲息 する ゴマ シジミ 
を 調査 し 得 た の で , その 知見 を 報告 し , その 特異 な 斑紋 と 生態 と か ら , 低地 産 の も の と は 別 の 亜 種 と し て 扱う の が 
妥当 と 考え る の で 新 亜 種 と し て 記載 する . 








日 本 の ゴマ シジミ の 分 布 と 既知 亜 種 


日 本 の ゴマ シジミ の 最初 の 報告 は DRUcg (1875)? に よる も の で , 彼 は “Lycaena kazamoto, n. sp.” と し て 
記載 し た . と の 標本 の 産地 は , “Yokohama, Japan (PRYER)” と な っ て いる が , 横浜 付近 に は ゴマ シジミ は 分 布 
し な いと と か ら , PRyEsR の 採集 品 を 横浜 で 入手 し た も の と 考え られ る . L. kazamoto は , その 後 ゴ マシ ジミ 
Maculinea teleius DEFE ssp. kazamoto と 整理 され て いる が , と の よう な 経緯 か ら , 本 亜 種 の 正確 な type- 
locality は 現在 の と と ろ 不 明 で ある . 

因みに “kazamoto” の 名 の 由来 は , WARER? に よれ ば 長崎 県 老 岐 島 の “ 勝 本 ” で , SrgBorp の 名 著 
“Nippon” の 第 2 版 の 日 本 地図 に 勝 本 を Kazamoto と 誤っ て 印刷 され て いる の を Dsucg が 見 て , と の 地名 を ゴ 
マシ ジミ の 記載 に 借用 し た も の と いわ れる . 

ZO, 松 付 松 年 "^20。 YE ER, 白水 隆 ② 氏 ら に より 亜 種 名 が 命名 され , 現在 下記 の 6 亜 種 が 各 られ て い 
B®), [ J 内 は type-locality を 示す . 

Maculinea teleius BERGSTRAESSER, 1779 ゴマ シジミ 
ssp. ogumae (MATSUMURA, 1910)!” 北海 道東 部 [千島 ] 
ssp. matsumurai, SHIR6ZU, 195323) (=ssp. jezoensis, MATSUMURA, 1926)” 北海 道 西部 [札幌 
ssp. shiriyensis (MATSUMURA, 1927)19) 青森 県 [青森 県 下北 郡 尻 屋 ] 
ssp. tsugaruensis (WATARI, 1937)33 青森 県 青森 県 東 津軽 郡 湾内 村 ( 現 青森 市 ) 三 内 ] 
ssp. kazamoto (Druce, 1875)” 浅間 , 富士 [不詳 コ 
ssp. daisensis (MATSUMURA, 1926)? 中 国 地 方 [鳥取 県 伯 将 大 山 ] 


* HS 14 1967210 月 2 日 , 第 14 回 日 本 鱗 頑 学会 大 会 (東京 ) で 講演 し た 9 
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Fig. 1. Distribution map of Maculinea teleius in Japan. 


と れ ら の 諸 亜 種 の 特徴 は 白水 MR に よれ ば 次 の よう で ある . 

ssp. ogumae は 前 対 表 外縁 の 黒 帯 が 細く , 第 1 室 で 切れ , 翔 表 の 青 藍 色 部 は 白 味 を 帯び る . 

ssp. matsumurai は 万 表 外 縁 の 愚 帯 は よく 発達 し , BR, 半 裏 の 斑紋 の 発達 も よい . 

ssp. kazamoto は 裏面 の 地 色 が 最も 暗く , PMR HEE, の 半 表 は 僅か に 交 底 部 に 藍 色 鱗 を 現 わ し , HH 
産 諸 亜 種 の 中 で 全体 的 に 最も 暗 化 が 強い . 

ssp. daisensis は 大 形 , 裏面 の 地 色 は 白 味 強く , 翔 表 の 青 藍 色 部 は 明る く , 外縁 黒 帯 は 幅広 く , 青 藍 色 部 と の 境 
界 は 鮮明 で ある . 

Fig. 1 に は 日 本 の ゴマ シジミ の 分 布 を 示す . 宮城 , 福島 , 富山 , 島根 の 4 県 か ら も 文献 記録 が ある が , 産地 , 
採集 年 月 日 の 詳細 が 不明 で ある 上 , 近年 に お ける 追認 の 報告 も な い の で , 分 布 図 か ら は 除外 し て ある . 

北海 道 で は 礼文 島 , 利尻 島 , 天 売 島 , 焼 尻 島 お よび 中 央 山脈 より 東部 の も の は ssp. ogumae の 特徴 を も っ た も 
の が 得 ら れ , 旭川 , 札幌 一 苦 小牧 低地 帯 お よび 画 館 周辺 の も の は ssp. matsumurai の 特徴 を も つ 9932. 
東北 地方 で は 青森 県 に 分 布 が 広く "岩手 県 盛岡 市 周辺 まで 太平 洋 岸 に 沿っ て 分 布 が 伸び て いる . 津軽 半島 竜 
飛 岬 産 の 個体 は 斑紋 が 特異 で ある が , ssp. shiriyensis, ssp. tsugaruensis, ssp. matsumurai (ZIEDS K l UT 
お り , と れ ら の 異同 に つい て は 将来 詳し い 再 検討 が 必要 と 思わ れる . 東北 地方 の 中 部 か ら 南 部 に か け て は , か な り 
広い 分 布 の 空白 地域 が ある . 

関東 地方 で は , 群馬 県 に 産地 が 多い ?. 赤城 山頂 付近 の も の は 他 の 産地 と 隔絶 され て いる . 長野 県 か ら 山梨 県 に 
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か け て は 分 布 が 広く , その 東南 は 富士 山裾 野草 原 に 及び %⑳, 神奈 川 県 箱根 仙石 原 ? で も 戦前 に 採集 され た と と が あ 
る . 東北 部 は 三国 山脈 を 越え て 新潟 県 に 達する . 

飛騨 山脈 で は 五竜 岳 以 北 , 朝日 岳 以 南 の 高地 帯 に 産 す る が , て の 高地 型 ゴ マシ ジミ に つい て は 後に 詳 述 する . IR 
皇 県 東 測地 方 か ら , 長野 県 木曽 郡 南 木曽 町 , 下伊那 郡 平谷 村 , 愛知 県 三河 地方 の 山間 湿原 に も いく つか の 産地 が あ 
る . 愛知 県 南 設楽 郡 作手 村 は 隔離 され た 棲息 地 で ある %⑳. 岐阜 県 高山 市 を 中 心 と し た 飛 弾 盆地 に は 限ら れ た 産地 が 
ある . 百 山 山 葉 の 一 支 峰 大 日 后 に は 高地 型 の ざ マ シジミ を 産 す る が , と れ に つい て は 後述 する . 
中 国 山地 で は 伯 音 大 山 , 薄 山 , 岡山 県 高梁 市 以西 , BERRE LA に か け て 点 在 する 産地 が 知ら れ て い 
る . 山口 県 に は 分 布 が 及 ん で いな い . 

九州 で は 久住 高原 と 阿蘇 山 に の み 産 地 が 知ら れ , 四国 か ら は 記録 が な い . 












































日 本 の ゴマ シジミ の 食 草 


ヨー ロッ パ で は ワレ モコ ウ が 食 草 と し て 知ら れ て いる が , 日 本 産 も ワレ モコ ウ お よび 同属 の ナガ ボノ シロ ワレ モ 
コウ の 2 種 が 食 草 と し て 知ら れ て いる . 
日 本 に 自生 する ワレ モコ ウ 属 に は 下記 の 7 種 と , いく つか の 変種 が ある . 
Rosaceae バラ 科 Sanguisorba ワレ モコ ウ 属 
S. stipulata RAFIN.。 タカ ネト ウ ウ チ ソ ウ 
var. rishiriensis (MAKINO) HARA リ シ リ トウ ウチ ソウ 
var. Kishinamii HARA ユキ クラ トウ ウチ ソウ 
(その 他 い くつ か の 変種 が ある ) . 
S. hakusanensis MAKINO カラ イト ソウ 
S. officinalis L, ワレ モコ ウ 
var, pilosella OHWI ウラ ゲ ワ レモ コウ 
S. tenuifolia Fiscu. var. parviflora MAXIM. コバ ナ ワ レモ コウ 
var. tenuifolia FrSCH. ナガ ボノ アカ ワレ モコ ウ 
var. alba (TRAUTV. et Mey) KITAM. ナガ ボノ シロ ワレ モコ ウ 
S. grandiflora MAKINO チ シ マ ワ レモ コウ 
. obtusa MAXIM. ナン ブ ト ウ ウ チ ソ ウ 
S. albiflora (MAKINO) MAKINO シロ バナ トウ ウチ ソウ 
北海 道 お よび 東北 地方 で は 『 ワ レモ コウ ” と 記さ れ た 報告 も も る が , 最近 の 報告 は すべ て ナガ ボノ シロ ワレ モコ 
ウ で あり , お そら く ほ と ん どの 地域 で 。 ナガ ボノ シロ ワレ モコ ウッ が 主要 産卵 植物 と な っ て いる も の と 推察 され る . 
ARS CLI YI RU DFY DICER SPAM, 今後 の 観察 が 必要 で ある . 
ナガ ボノ アカ ワレ モコ ウ は 産卵 植物 と し て の 記録 が な い . 岐阜 県 閣 上 郡 高 稀 村 軽 ケ 野 湿 原 (標高 約 900 m) に は 
ナガ ボノ アカ ワレ モコ ウ の 大 群落 が あり , ヒメ シジミ , オオ ヒ カ ゲ な どの 湿原 に 棲息 する 蝶 を 産 す る が , ゴマ シ ジ 
ミ は 発見 され て いな い . 関東 , 中 部 , HE, 九州 で は 原則 的 に は ワレ モコ ュ ウ 産卵 する . 
飛騨 山脈 高地 帯 で は , ワレ モコ ウ と カラ イト ソウ の 混 生 地 に ゴマ シジミ が 発生 し , と の 両 種 に 産卵 し , 白山 山菜 
大 日 策 で は ワレ モコ ウ が な く , カラ イト ソウ の み 自 生 し , 本 種 は これ 産卵 する . 


の 























飛騨 山脈 の ゴマ シジミ の 産地 





飛騨 山脈 の ブ マ シ ジ ミ の 最初 の 発見 者 は aM ERG, 1951 年 に 初め て 報告 され た の , 氏 の 発見 され た 産地 は 
唐松 擬 八 方 尾根 の 黒 凌 小 屋 の 上 , こと ろ び 石 付近 で ある の. 次いで, 1965 年 8 月 8 日 , 浜 栄一 氏 が 同じ く 白 馬山 
Hor RERET 269 を 採集 され 599, と の 29 ゆ は 白水 隆 教 授 に より 原色 図版 で 図示 され , ssp. kazamoto (と 近 
い 別 亜 種 の 可能 性 が 示唆 され た 7%. また , (1967 年 ?)8 月 4 日 , 五竜 岳 遠見 尾根 遠見 小屋 付近 か ら も 採集 され た パ *・ 
上 記 の 3 カ所 に つい て は , 採集 個体 数 は 多く は な い が , その 後 も 確認 の 報告 が ある ". 
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Fig. 2. Habitats of Maculinea teleius hosonoi TAKAHASHI. 


A & B: the Hida Mountain Range. C: the Hakusan Mountain Group. 

CA) Mt. Asahi, Gorin Ridge, altitude 1700 m, Niigata Pref. Sanguisorba 
hakusanensis is found in company with S. officinalis. 

CB) Mt. Karamatsu, Happô Ridge, altitude 1900- 2000 m, Nagano Pref., 
Type-locality. Two Sanguisorba plants are found. 

CC) Mt. Dainichi, altitude 1600-1700 m, Gifu Pref. Only S. hakusanensis 
is seen, 
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筆者 は 朝日 績 五輪 尾根 (標高 約 1700 m) お よび 唐松 岳 八 方 尾根 (標高 約 1900~2000 m) で ゴマ シジミ の 発生 を 
WALI. 朝日 績 五輪 尾根 は 新しい 産地 で ある . 五輪 尾根 , 八方 尾根 , 遠見 尾根 は と も に 飛騨 山脈 の 南北 に 走る 
主 稼 山 脈 か ら , 東 に 向かっ て 張り 出し た 支 策 で , ゴマ シジミ の 産地 は , 高原 状 の や や 広い 乏 線 で , 湿性 の 高山 草原 
が よく 発達 し し ニッ コウ キス ゲ , ヨ ツ バシ オガ マ , チン グル マ な ど と と も に ワレ モコ ウ お よび カラ イト ソウ の 2 種 
の Sanguisorba 属 の 植物 が 混 生 し, ゴマ シジミ は と の 2 種 の いずれ に も 産卵 する Cig. 2, A, B). ASSET 
の 産地 は , 筆者 自身 まだ 確認 し て いな い . 





白山 山 華 大 日 岳 の ゴマ シジミ の 産地 

加賀 白山 の 主峰 御前 蜂 (標高 2702 m) か ら 南 方 に 張り 出す 主 和 の 南端 に 大 日 岳 (標高 1709 m) が ある . と の 地 
の ゴマ シジミ の 発見 者 は 沢谷 史郎 氏 で , 1966 年 8 月 7 日 , 数 頭 の ゴマ シジミ を 採集 され , 筆者 に 連絡 され た ・ 
筆者 は 翌 1967 年 7 月 30 日 に 大 日 岳 に 登り , 大 日 岳 主峰 近く の 生 線 付近 あ る 小型 の 湿性 草原 に ゴマ シジミ が 少 
数 な が ら 確実 に 棲息 し て いる の を 観察 し 得 た . と の 産地 は ニッ コウ キス ゲ が 咲き ,。 カヤ ツリ グ サ 科 が 主として 生え 
た 明る い草 原 で , ワレ モコ ウ は 見 られ ず , カラ イト ソウ が 咲い て お り , と これ に 産卵 する ゴマ シジミ も 観察 し た 
(Fig. 2, ©). 

白山 山菜 は 石川 県 。 岐阜 県 飛騨 国 お よび 美濃 国 に また が っ て いる が , ゴマ シジミ の 産地 は 岐阜 県 (美濃 国 ) 部 上 
郡 北 濃 町 に 属す る . な お 石川 県 か ら は ゴマ シジミ は 現在 の と と ろ 記 録 が な く , 白山 周辺 山麓 に ち も ゴ マシ ジミ の 棲 息 
は 知ら れ て お ら ず , 大 日 岳 の も の は 孤立 し た 産地 と な っ て いる . 








本 州 高地 帯 に 発生 する ゴマ シジミ の 生態 上 の 特異 性 


ゴマ シジミ は 北海 道 や 青森 県 で は 低 標 高 の 泥炭 地 人 に 好 ん で 棲息 し て いる が , 本 州 中 部 地方 以西 で は 低 山 帯 か ら 中 
山 帯 の 丘陵 地 の 荒 地 , 湿原 , ある い は 火山 裾野 草原 に 発生 する . その 垂直 分 布 の 中 心 は 中 部 地方 山地 で は 標高 600 
~900 m, 三河 東 濃 丘 陸地 域 で は 標高 400 m 前 後 で , 200 m 以下 で 採集 され た 例 も ある . と これ に 対し , 飛騨 山脈 や 
大 日 岳 で は 1600~2000 m の 高 標高 の , し か も 尾根 筋 の 草地 が 棲息 地 と な り , と の 高度 に 匹敵 する 産地 は 群馬 県 赤 
城山 山頂 付近 の 産地 の 1400~1600 m し か 知ら れ て いな い . 

次 に 注目 すべ き と と は カラ イト ソウ が 産卵 植物 と な っ て いる と と で ある . と これ まで ゴマ シジミ の 産卵 植物 と し て 
は カラ イト ソウ の 記録 が な い . 飛騨 山脈 で は ワレ モコ ウ と カラ イト ソウ と が 混 生 し て お り , ゴマ シジミ は 両者 に 産 
卵 し て いる が , 大 日 岳 で は カラ イト ソウ の み が 自 生 し , 他 の ワレ モ ュ コウ 類 が 見 られ な い の で , 本 種 が 唯一 の 産 更 村 
物 と な っ て いる . 飛 錯 山 脈 高地 に は と の ほか タカ ネト ウ ウ チ ソ ウ が 自生 し て いる が , AREIS OR SDE 
うか 注目 し た い . 

カラ イト ソウ は 白山 山 工 か ら 発 見 され た も の で , 白山 山 葉 と 飛騨 山 腺 の 白馬 岳 を 中 心 と し た 北部 地域 の みか ら 知 
Bh, カラ イト ソウ の 分 布 と , 高地 型 ゴ マシ ジミ の 分 布 が 一 致し て いる と と は 興味 深い . 

赤城 山 の ゴ マシ ジミ の 産地 に は ワレ モコ ウ が 自生 し て お り , カラ イト ソウ ツウ など 他 の ワレ モコ ウツ 属 の 植物 は な い . 
岩手 県 早 池 峯 山 に は ナン ブ ト ウ ウ チ ソ ウ が 特産 種 と し て 知ら れる が , 筆者 の 調査 で は ゴマ シジミ は 発見 で き な か 


っ た . 








本 州 高地 帯 ゴ マン ジミ 成虫 の 形態 


Ssp. kazamoto の type-locality は 上 述 の よう に 現在 不明 で ある の で , 長野 県 北佐久 郡 , 松本 市 , 木曽 郡 北部 
産 の も の を ssp. kazamoto と 認め て 比較 の 対照 と し た . 

北海 道産 の ssp. ogumae に は 小型 の も の が ある が , 高地 帯 ゴ マシ ジミ は と れ と は ほ ば 同等 の 大 き さ か , これ より 
も 小さ く , 甚 形 は 全体 と し て や や 丸 味 を 呈す る . 本 州 の 他 の 産地 お よび 九州 産 に 比 し 明らか に 小さ い ・ 

半 表 の 青 藍 色 鱗 の 発達 は 悪く , ssp. kazamoto に 近く , ゃ で は 青 藍 色 鱗 を 全く 欠如 する 個体 が ある . 一 般 に ゴ 
マシ ジミ が 黒 化し て 行く 場合 , 甚 表 外縁 の 黒 帯 が 次 底 部 に 向かっ て 拡大 し な が ら 黒 化し , THLE DICAR R 
化 の 程度 が 増し て 来る が , 高地 帯 の ゴマ シジミ は , 頑 表 全体 が びまん 性 に 黒 化す る . と の た め 一 見 ほとん ど 黒 化し 
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た 個体 で も な お 外縁 の 黒 帯 の 幅 は 広く な く , と の 黒 帯 の すぐ 内 側 に も 青 藍 色 鱗 が 残り , その 内 方 の 円 形 黒 紋 列 も 朗 
め ら れる . 痕跡 的 な 青 藍 色 鱗 は 中 国 地方 産 ssp. daisensis ©, 東 濃 三河 丘陵 地方 産 (と くに 愛知 県 南 設楽 郡 作 
手 村 産 ) の よう 青白 色 を 帯び る と と が な く , 深く 沈ん だ 色調 を し て いる . 

裏面 は うす ずみ 色 で , ssp. kazamoto の よう な 強い 褐色 味 を 呈す る と と は な い . ゴマ シジミ は 小型 化す る と , 一 
般 に 裏面 の 点 状 紋 も 小さ く な る 傾向 に ある が , 高地 型 の も の は 特に と の 傾向 が 明瞭 で , 裏面 外縁 近く に ある 二 重 の 
紋 列 の み で な く , 中 室 端 と 外縁 の 中 間 の 斑紋 列 すら も 消失 する 個体 が ある . 中 室内 に 点 状 紋 を 有する も の は な い . 
本 州 高地 型 の ゴマ シジミ は 前 記 の よう な 諸 特 徴 に よっ て , 低 標 高地 産 の も の と は 明らか に 区 別 で きる の で , HH 
種 と し て 命名 記載 する . 新 亜 種 名 は 飛騨 山脈 唐松 岳 八方 尾根 か ら 高地 帯 の ゴマ シジミ を 最初 発見 され た u 
淳 氏 (1907~1955) に 献呈 する . 














Maculinea teleius hosonoi TAKAHASHI, ssp. nov. 


Description. 

Uppersides. の. Ground colour dusky black, lusterless, generally almost unmarked, Some indi- 
viduals have trace of deeper blue shade with faint black spots in the postdiscal series. 2. Both 
wings uniformly dusky black without blue suffusion, unmarked, 

Undersides, $92, Dark grey. Black markings of postdiscal series small and obscured. Double 
marginal markings often lacking. 

Length of fore wing: #2 13-20 mm. Smallest among known subspecies from Honsht CMain Is- 
land) of Japan. 

This new subspecies is easily distinguishable from the light blue races, It resembles ssp. kaza- 
moto, but differs in the following points. Ssp. kazamoto is the largest subspecies in Japan, upper- 
side velvet blackish-brown with lusterless black markings, underside brownish with conspicuous 
markings in both sexes, occurs at an elevation of about 500-1300m above the sea. 

Distribution, Central Honshai, Japan: Northern part of the Hida Mountain Range (Mt. Asahi, 
Mt. Shirouma-Yari, Mt, Goryu) in Niigata and Nagano Pref., Mt. Dainichi of the Hakusan Moun- 
tain Group in Gifu Pref. High alpine meadows from 1600m upwards. Very local. 

Larval food plants: Only Sanguisorba hakusanensis in Mt. Dainichi; both S. hakusanensis and S. 
officinalis in the Hida Mountain Range (Rosaceae). Later in ants’ nests. 

The new subspecific name is dedicated to the late Mr. ATSUSHI HosoNo, the first discoverer of 
this race from the Hida Mountain Range. 

Holotype @. Mt, Karamatsu, Happé Ridge, Nagano Pref., 5. viii, 1965, A. TAKAHASHI leg. 

Paratypes. 63S 229, Mt. Karamatsu, Happ6 Ridge, 5. viii. 1965, A. TAKAHASHI leg., 493 12, Mt. 
Asahi, Gorin Ridge, Niigata Pref., 3. viii. 1964, A. TAKAHASHI leg. 488 19, Mt. Dainichi, Gifu Pref., 
7, viii. 1966, S. SAWATANI leg., 733 429, ditto, 30. vii. 1967, A. TAKAHASHI leg. 


All specimens are preserved in the author’s collection, 
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Fig. 3. Maculinea teleius hosonoi TAKAHASHI. A,B,C, の. DE. 


Mt. Karamatsu, Happô Ridge, (Type-locality), 
Nagano Pref., Aug. 5, 1965. 
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Fig. 4. Maculinea teleius 


ssp. hosonoi TAKAHASHI (A & B: 3, C: 2) 

Mt. Asahi, Gorin Ridge, Niigata Pref., Aug. 3, 1964. 

ssp. kazamoto Druce (D: &) 

Kiso-Fukushima Ché, Kiso Gun, Nagano Pref., Aug. 14, 1964, 
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Fig. 5. Maculinea teleius hosonoi TAKAHASHI. A,B,C, 3. D®&. 
Mt. Dainichi, Gifu Pref., July 30, 1967. 
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付 記 
日 本 の 高 標高 地 に 産 す る ゴマ シジミ の うち , 赤城 山 の 標 本 は 十分 検討 し 得 な か っ た . 筆者 所 蔵 の 僅か な 個体 で は 
ssp. hosonoi と 類似 し た 点 も ある が , 今後 の 検討 に 等 ち た い . 


ゴマ シジミ は 朝鮮 に も 産 し , ssp. hozanensis (MATSUMURA, 1927) が 褐色 系 の も の で あ る . と の type- 
locality は 成 鏡 南 道 の 豊山 で , と の 地 は 2000 m 以上 の 標高 を も つ 山 岳 地帯 で も ある. 詳し い 産地 名 の 記載 が な く , 
また 標高 も 記さ れ て いな い が , 朝鮮 半島 の 低地 に 広く 分 布 す る ssp. coreana (MATSUMURA, 1926) は 青色 系 
で あり , と の よう 人 低地 産 の も の が 青色 系 と な り , 高地 系 の も の が 褐色 系 に な る と と は M. arion な ど Maculinea 
EDZ, 三 の 種 に つい て ヨー ロッ パ で も る 観察 され て いる 

し か し , 日 本 の ゴマ シジミ に つい て , ssp. etic kazamoto—ssp. daisensis の 3 亜 種 に つい て 分 布 と 
黒 化 度 の 両面 か ら も 関連 性 を みて みる と , これ ら 3 亜 種 の うち 垂直 分 布 に お いて 中 間 帯 に 棲息 する ssp. kazamoto 
が も っ と も る 黒 化 し て お り , cline の 現象 と し て は 理解 し が た い . ヨー ロッ パ の M. arion は 幼虫 末期 の 食餌 と し て 
通常 Myrmica scabrinoides, M. laevonoides の 両 種 の アリ の 幼虫 を 好み , と の と き は 成虫 が 大 きく 色彩 が 鮮明 
で ある が , と れ ら の 成虫 に まじ っ て み ら れ る 小型 で , 色彩 が くす ん だ も の は , 幼虫 時 代 を Donisthorpia flava の 
巣 で 送っ た 個体 で ある と され る . 日 本 の ゴマ シジミ の 幼 躍 期 に つい て の 研究 は は な は だ 少な い が , 成虫 の 大 きき, 
色彩 と 宿主 の 種類 に つい て は 興味 深い 問題 点 が ある よう に 思わ れる . 

か っ て 筆者 は 本 州 産 ヒ メシ ジミ の ssp. micrargus と ゴマ シジミ の 青色 系 の も の と が , また ヒメ シジミ の ssp. 
pseudaegon と ゴマ シジミ の 暗色 系 (ssp. kazamoto と ssp. hosonoi と が それ ぞ れ 比較 的 類似 し た 分 布 を 示し 
て いる と と 7, さら (に ヤリ ガタ ケシ ジミ (アサ マシ ジミ の 高地 型 ) と ゴマ シジミ ssp. hosonoi (ゴマ シジミ の 高地 
型 ) と が , また 狭義 の アサ マシ ジミ と ゴマ シジミ の ssp. kazamoto と が や は り 似 た 分 布 を と っ て いる と と を 報告 
し た と と が ある W. と れ ら 3 種 の 草原 性 種 の 亜 種 関係 や 相互 の 分 布 の 類似 性 に つい て は , 今後 生態 的 な 観点 か ら も 
分 析 す る と と が 必要 と 考え る . 




















末 筆 な が ら , FARRER CILNKSRR AK 隆博 士 に 心から 感謝 する . また 大 日 岳 の 産地 を 教え ら 
れ た 沢谷 史朗 氏 , その 他 援助 を 賜っ た 河原 光一 , ARR BS 健 , 篠原 豊 , 高橋 真弓 , 舘 山 一 郎 , 山田 英雄 
の 諸氏 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る . 


x RA 


1) 阿部 R, 1971. 青森 県 の 蝶 類 分 布 . 月 刊 む し CD : 8-16. 

2) 赤城 昆虫 同好 会 , 1967. aren OE: a. 赤城 BCL): 1-135, 

3) 朝比奈 正二 郎 ・ 朝 比奈 英 三 , 1931. 八 月 下旬 箱根 乙女 峠 付近 の 蝶 . Zephyrus 3(3/4): 286. 

4) Druce, H., 1875, Dao of new species of diurnal Lepidoptera. Cist. Ent. 1: 357-363. 

5) MÄRZ, 1954. 二 つ っ の 蝶 の 学名 の いわ れ . BAK (31): 9. 

6) IRZ- Ak 隆 , 1951. HKO. 新 昆 虫 4C9): 1-117. 

7) 月 刊 む し 編集 部 , 1971. 採集 地 案内 , ゴマ シジミ の すべ て . 月 刊 む し G): 19-20, 

8) 浜 栄一 , 1965. 鐘 ケ 岳 で 採れ た シジミ チョ ウ 2 種 . まつ むし d8): 7-17. 

9) 浜 栄一 , 1965. 東筑 ・ 南 北 安 里 の 蝶 類 分 布 資料 . 松本 むし の 会 年 報 〈③ : 18-27. 

10) 原 幸夫 ・ 安 藤 勝 , 1967. 遠見 尾根 調査 報告 まっ つむ し (26): 38-39. 

11) 細野 Æ, 1951. 北 安 澤 産 勤 物 目録 , a (2), LZZS RAS, 長野 県 北 安 時 郡 大 町 . 

12) 細野 淳 , 1952. 長野 県 北安曇 地方 の 蝶 , 雑誌 信濃 4〈3) : 31-44. 

13) 細野 淳 , 1952, ace ee ARM. 信州 昆虫 学会 特別 号 : 1-10, 

14) 細野 淳 , 1953. 北ア ルプ ス の 蝶 相 . 新 昆 虫 67): 2-9. 

15) 清 沢 晴 親 , 1963. 先着 山 一 帯 の 山地 を 境 と し た 南北 地域 に 於 ける 数 種 の 生物 分 布 に 就 い て . まつ むし 〈③ : 
1-5. 

16) ARE 1971. 解明 を 要する 北 安 (北ア ルプ ス ) OM. 山 と 博物 館 1602): 4. 

17) MATSUMURA, S., 1910. Lycaeniden Japans. Ent. Zeits. Stutt., 23: 221-222. 

18) MATSUMURA, S., 1926. Some new and unrecorded Lycaenids-species from Japan, Corea and 
Formosa. Ins. Mats. 1(1) : 23-31, Pl. 2. 












































NII-Electronic Library Service 





The Lepidopterological Society of Japan 


1973 蝶 と 典 TYO TO GA (Trans. Lep. Soc. Jap.) Vol. 23, No.3 & 4 ー 85 一 


19) MATSUMURA, S. 1927, A list of the butterflies of Corea, with description of new species, 
subspecies and aberrations. Ins. Mats. 1(4) : 159-170, Pl. 5. ieee 

20) Matsumura, S., 1927, Some new butterflies. Ins. Mats. 2(2): 114-118, Pl. 3. 

21) MATSUMURA, S., 1928. New butterflies especially from the Kuriles. Ins. Mats. 2(4) : 191-201. 

22) 室 谷 洋 司 ・ 阿 部 東 , 1962. 青森 県 の 蝶 類 . 青森 県 の 蝶 の 研究 @): 1-294. 

23) SmrR6zu, T., 1953. New or little known butterflies from the northeastern Asia, with some 
synonimic notes II, Sieboldia 1(2): 149-159, Pl. 19. ーー 

24) 白水 We, 1965. 原色 図鑑 日 本 の 蝶 : 135-136, Pl. 25, 北 隆 館 , 東京 . 








25) 白水 WE, 1966. 標準 原色 図鑑 全集 , WE He: 58, Pl. 28, 保育 社 , AM. 

26) 白水 MS, 1968. 昆虫 標本 ラベ ル 〔 蝶 の 部 一 4]. 昆虫 と 自然 3C5 う : 付録 

27) 高橋 昭 , 1958. ヒメ シジミ 2 “EE” ORE. RH 10085): 23-27, 

28) 高橋 E, 1987. 本 州 高地 帯 の ゴマ シン ジミ. や どり が (6⑤1/52: 30. 

29) 高橋 W- BA 健 , 1956. 中 部 東海 地方 産 蝶 類 目 録 第 3 報 . JER HE 8(29/30) : 1-124, 


30) 高橋 真弓 , 1961, ゴマ シジミ の 地理 的 変異 に つい て の 問題 . xe 120): 1-8. 

31) 和 舘 山 一 郎 ・ 小 野 決 , 1961. 北海 道産 蝶 の 解説 (6) シジミ チョ ウゥ 科 (3). Coenonympha (11): 206-209. 
32) 鉛 山 一 郎 ・ 小 野 we, 1961, ILXESHEEWMO WERE (7) シジミ チョ ウッ 科 CH. Coenonympha (12) : 223-226. 
33) 渡 正 監 , 19387. 本 邦 産 Lycaena euphemus の 一 亜 種 に つい て . Zephyrus 7(1) : 26-28, Tab. 3. i 


Summary 


Maculinea teleius shows very marked local and individual variation, and six subspecies have been 
hitherto described from Japan. i MOE 

In this report a new subspecies, hosonoi of M. teleius is described. The habitats of this subspe- 
cies are light and wet meadows at altitudes of 1600-2000 m in Central Japan, but very local and 
scarce, known from only a few localities. This subspecies represents the minimum development in 
size. It resembles the brownish form, ssp. kazamoto of moderate elevation, but the latter is larger, 
uppersides are more heavily suffused blackish brown, and undersides strongly ocellate. l l 

The larval food plants of the new subspecies are Sanguisorba hakusanensis and S. officinalis (Ros- 
aceae); the former has never been recorded as a larval food-plant, the latter is known as the ‘solé 
one in the Western Japan. et he 

Generally speaking, blue races of the genus Maculinea occur at low or moderate altitudes, while 
dark forms at higher levels in alpine region. Variation in the extent of dark suffusion is,. how- 
ever, clinal as to M. teleius in Japan. 





ー ト ペ ミ ノ ガ に 寄生 する ヤ ド リ バエ に つい て 


B 洪 
福岡 市 中 央 区 六本松 四 丁 目 九 大 教養 部 生物 学 教室 


ニ ト ベ ミノ が Mahasena nitobei MATSUMURA に 寄生 する ヤ ド リ バエ と し て , 筆者 は 先 に ムラ タ ヒ ゲ ナガ ハリ 
wx Bessa fugax (RONDANI) を 報告 し た が (Pulex, 49: 198), その 後 も う 一 つの 記録 を 知る と と が で きた の で 
と と 報告 し て お く . ` 

Exorista humilis MEsNrr, 1946 

238, 長崎 県 松浦 市 , 11.vi.1969 CRIED, ニ ト ベ ミノ ガ 幼 虫 (1 ex.) より , 池崎 善博 採集 . 

Exorista humilis と いう 種 の 寄主 に つい て , 筆者 は ミノ ガ , チャ ミノ ガ , ネグロ ミノ ガ の 3 種 の ミノ ガ を 記録 し 
た が (Sieboldia, 4 3): 154)。 と と に も う 1 種 の ミノ ガ が 加わ る と と に な り , と れ ま で の 知見 で は と の 種 は ミノ 
ガ 科 に 選択 的 に 寄生 を 行なう よう に みえ る ・ 

筆者 は , 日 本 お よび その 近隣 地区 の ヤ ド リバ ェ の 研究 を 行なっ て いる が , 蝶 や 里 の 飼育 の 際 に 得 ら れ た ヤ ド リ バ 
ェ に つい て , 同好 諸兄 の 御 協力 を お 願い し た い . ニ ト ベ ミノ ガ の 天敵 に つい て 貴重 な 記録 を 寄せ られ た 長崎 県 立松 
浦 高 等 学校 池崎 善博 氏 , ミノ ガ の 同定 を お 願い し た 九 大 教養 部 三枝 豊平 氏 に 厚く お 礼 申し 上 げ る 。 EE 
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